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’.＇f Jk 幸 リj （京都外科集談合昭和16年2月例合所信託）
現病展：昨年4月上旬頃ヨリ1'.門ヨリ粘液，般ヲ排出シ，極度ノ腹痛ト哀念後重力’アリ，腹痛ノ、排便後纏












モ正常＝閉鎖シ，指診上目工円高上カラ細ク，小指ヲ辛ウゾテ鮪入シ得Pレモ，約4糎以上ノ、挿入シ得ナイ 0 !f 
腸金周悶ノ壁ハ腫蕩化シ，金世畳表面積J叫:a.f,建，弾性硬ヂ底抗iヲ有スPレヵ・1旨ヂ燭レルi施悶ヂノ、Lクラーテ Pレ， / 
存在ヲ見十イ。























波法三 .·~ り1 （京都外科集談合昭狗15年11月所演）
現病！径：本年8月91頃ョリ誘附ト思ハルルモノ無クシテ，熱感，全身倦怠ヲ来的同月13日惑！感ヲ伴ヒ
テ置を熱シ，排以＝際シテf割高アリ， Hー ヴ排尿頻I司トナレリ。 24日韓師＝依リ右腹側＝座痛アル服梅アルヲ見













IDJJD＼＇；鏡検査．勝脱bit~、透 IJJ] ：.シテ，膨脱狩ill突モ正常，右倫尿作！対日部ハ里占j伏＝シテ，尿排f:ll ハ少最， 日Jソ1嗣
濁セリ。 tr.検尿符l地口部ヨリハ透明十Pレ尿ヲ排問ス。 3ζ排tHk態モ正常十九右検尿符＝.Lカテ』テ Fレ寸ヲ締
入スル＝，狭窄或ノ、lt1rlアルヲ忠ハシム。左倫尿符ハ健常。


















硬1上1/3ノ、粉々 軟ナリo F端ノ、 grobhockerig＝.シテ．結腸間膜＝多数ノ淋巴腺腫脹アリ。硬度J、卵性硬ナ







祖ヘクロマチン可ノ：量＝甚グ富メルモノト中等度ノモノ トアリ 0 ~ii.分裂｛象モ見ラ Jレ。
Sudan E染色ヲ行ヘパ黄赤色＝染マル Lipo id 頼粒諮l列セラレタリ。
印チ比ノ淋巴腺車専修ノ、 llypernephromノ！樽移＝ シテ．此ノ腎！血疹壬亦 Hypernephromナルペシ。







今腎腫傷ノ半数以上ヲ止ムル Hypernephrom (Luharsch ＝－依レパ 63.42%) ノイ，：4'JI報告例
143例ニ就キ．ソノ臨l示症-lfkノ統計的問祭ヲ行フニJ欠ノ如シ。
イ）血尿：血尿ヲ伴ヘルモノ 66.4% 
血尿ノミヲ来セルモ Y 8.0% 
血尿ヲ快如セルモノ 1-1.0% 
ロ）腎腫： 腎臆ヲ伶ヘルモノ 87.4% 
腎腫ノミヲ来セルモノ 18.2% 
腎J重ヲ快如セルモノ 7.0% 
ハ）疹痛．疹痛ヲ作へfレモノ 49.0% 
＝）護熱：護熱ヲ伴ヘルモノ 12.6% 
